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論 文 内 容 の 要 旨 
 
広汎性発達障害は社会性の障害、言語・非言語コミュニケーションの障害、想像力の障害を中核症
状とし、多様な精神疾患を併存することが知られている。しかし、その中核症状によって症状を的確
に表現することができない場合などは、併存疾患の診断は非常に困難であり、注意深く症状の聴取を
行う必要がある。また、先行研究においてはその対象や方法の差異によって、併存疾患の有病率が大
きく異なっている。本研究の目的は、対象とする広汎性発達障害児の年齢及び IQ を厳密に規定し、
半構造化診断面接を用いることによって、より信頼性の高い併存疾患のタイプや有病率を明らかにす
ることである。 
【対象と方法】 
 対象は 2007年 7月から 2010年 9月までに大阪市立大学医学部附属病院神経精神科外来を受診した
6歳から 15歳までの高機能広汎性発達障害児 49例である。対象児の親に対して、半構造化診断面接
である日本語版 The Schedule for Affective Disorders and Schizophrenia for School-Age 
Children-Present and Lifetime versionを施行し、併存する精神疾患の診断を行った。 
【結果】 
 48名（98%）に一つ以上の併存疾患を認めた。また、併存疾患の中央値および最頻値はともに 2で
あり、37名（75.5%）が複数の併存疾患を有していた。注意欠陥/多動性障害（49%）、反抗挑戦性障
害（45%）、大うつ病性障害（37%）が特に多く認められたが、その他にも不安障害、摂食障害、チッ
ク障害など多岐にわたって併存疾患が認められた。 
【結論】 
 高機能広汎性発達障害児は高率に精神疾患を併存しており、複数の併存疾患を有する事も多い。併
存疾患のタイプも多岐にわたり、多様な病像を呈する。これらの併存疾患を適切に診断することは、
より効果的な治療を行う上で非常に重要である。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
広汎性発達障害は社会性の障害、言語・非言語コミュニケーションの障害、想像力の障害を中核症状
とし、多様な精神疾患を併存することが知られている。しかし、その中核症状によって症状を的確に
表現することができない場合などは、併存疾患の診断は非常に困難であり、注意深く症状の聴取を行
う必要がある。また、先行研究においてはその対象や方法の差異によって、併存疾患の有病率が大き
く異なっている。本研究の目的は、対象とする広汎性発達障害児の年齢及び IQを厳密に規定し、半
構造化診断面接を用いることによって、より信頼性の高い併存疾患のタイプや有病率を明らかにする
ことである。 対象は 2007年 7月から 2010年 9月までに大阪市立大学医学部附属病院神経精神科外
来を受診した 6歳から 15歳までの高機能広汎性発達障害児 49例である。対象児の親に対して、半構
造化診断面接である日本語版 The Schedule for Affective Disorders and Schizophrenia for 
School-Age Children-Present and Lifetime version を施行し、併存する精神疾患の診断を行った。 
48名（98%）に一つ以上の併存疾患を認めた。また、併存疾患の中央値および最頻値はともに 2であ
り、37 名（75.5%）が複数の併存疾患を有していた。注意欠陥/多動性障害（49%）、反抗挑戦性障害
（45%）、大うつ病性障害（37%）が特に多く認められたが、その他にも不安障害、摂食障害、チック
障害など多岐にわたって併存疾患が認められた。 
 
 高機能広汎性発達障害児は高率に精神疾患を併存しており、複数の併存疾患を有する事も多い。併
存疾患のタイプも多岐にわたり、多様な病像を呈する。これらの併存疾患を適切に診断することは、
より効果的な治療を行う上で非常に重要である。 
 
本研究は、高機能広汎性発達障害児に併存する多彩な精神障害の詳細について明らかにし、その診断
の重要性を指摘したものであり、博士（医学）の学位を授与するに値するものと判定した。 
